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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
旧
年
中
は
社
団
法
人
瑞
浪
青
年

会
議
所
の
活
動
に
対
し
温
か
い
御
理
解

と
御
協
力
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
深
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
瑞

浪
の
皆
様
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
一
年

に
な
る
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

青
年
年
会
議
所
は
奉
仕
・
修
練
・
友
情

の
三
信
条
の
元
に
２
０
歳
か
ら
４
０
歳

ま
で
の
メ
ン
バ
ー
で
「
明
る
い
豊
か
な

社
会
」
を
築
く
こ
と
を
目
標
と
し
て
活

動
し
て
い
る
団
体
で
す
。
昨
年
私
た
ち

社
団
法
人
瑞
浪
青
年
会
議
所
が
行
っ
た

主
な
事
業
と
し
ま
し
て
は
、
５
月
に
小

学
生
を
対
象
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
意
識

を
育
む
た
め
に
瑞
浪
市
内
を
巡
る
「
ふ

る
さ
と
羅
針
盤
」*

１　

を
行
な
い
ま
し

た
。
８
月
に
は
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い

る
「
み
ず
な
み
祈
願
大
花
火
大
会
」
に

参
画
し
運
営
し
ま
し
た
。
そ
し
て
「
東

濃
ふ
る
さ
と
写
真
コ
ン
テ
ス
ト　

撮
る

コ
ン
」*

２　

を
行
い
、
９
月
に
は
表
彰

式
と
写
真
家
の
浅
井
愼
平
氏
の
講
演
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
〜
魅
力
あ
ふ
れ
る
「
ふ
る

さ
と
瑞
浪
」
の
創
造　
「
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｉ
Ｙ

Ａ
Ｒ
Ｉ
」
と
Ｊ
Ａ
Ｙ
Ｃ
Ｅ
Ｅ
と
し
て
の

誇
り
を
持
っ
て
〜　

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と

し
て
掲
げ
活
動
し
て
参
り
ま
す
。
社
団

法
人
瑞
浪
青
年
会
議
所
は
１
９
６
５
年

の
創
立
以
来
、
今
年
で
４
４
年
目
を
迎

え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
振
り
返
っ

て
み
ま
す
と
、
先
輩
方
の
地
域
に
根
ざ

し
た
活
動
が
多
く
の
皆
様
に
受
け
入
れ

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
先
輩

方
が
積
み
重
ね
ら
れ
た
こ
れ
ま
で
の
歴

史
や
伝
統
を
継
承
し
つ
つ
、
ま
た
激
変

す
る
現
在
の
社
会
情
勢
に
対
応
し
、
新

し
い
時
代
に
適
し
た
活
動
を
行
な
う
こ

と
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。
本
年
度
は
、

よ
り
市
民
の
皆
様
に
必
要
と
さ
れ
る
こ

と
、
公
益
的
な
事
業
を
行
な
う
こ
と
を

今
ま
で
以
上
に
意
識
し
、
こ
れ
か
ら
の

ふ
る
さ
と
瑞
浪
を
担
っ
て
い
く
子
供
達

を
対
象
と
し
た
青
少
年
育
成
の
事
業
等

も
行
な
い
ま
す
。

そ
し
て
「
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｒ
Ｉ （
思
い

や
り
） 

」
の
気
持
ち
を
広
げ
、
自
分
の

住
む
ま
ち
を
誇
れ
る
よ
う
な
、
魅
力
あ

ふ
れ
る
ふ
る
さ
と
瑞
浪
の
創
造
に
向
け

て
、
私
達
は
Ｊ
Ａ
Ｙ
Ｃ
Ｅ
Ｅ （
青
年
会

議
所
メ
ン
バ
ー
）
と
し
て
の
自
覚
そ
し

て
誇
り
を
持
っ
て
、
一
致
団
結
し
て
活

動
し
て
い
き
ま
す
。

本
年
度
も
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

  

Ｊ
Ｃ
に
は
沢
山
の
「
ヒ
ン
ト
と
チ
ャ
ン
ス
」
が
あ
り
ま

す
。
研
修
な
ど
を
通
じ
て
仕
事
に
直
結
す
る
「
ヒ
ン
ト
」

を
得
る
こ
と
が
で
き
、
青
年
経
済
人
と
し
て
資
質
の
向
上

を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
多
く
の
人
と
の
出
会
い
を
通

し
て
、
生
涯
の
友
や
師
を
見
つ
け
る
「
チ
ャ
ン
ス
」
も
あ

り
ま
す
。　
「
ふ
る
さ
と
瑞
浪
」
に
住
む
２
０
歳
か
ら
４
０

歳
ま
で
の
皆
さ
ん
、「
明
る
い
豊
か
な
ふ
る
さ
と
瑞
浪
」

を
創
り
上
げ
る
た
め
に
、
一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
？

  

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ｃ
会
員
大
募
集
中
で
す
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会
員
３
０
人
に
向
か
っ
て

１９７０年１２月２９日瑞浪市生まれ

１９９９年９月入会

Masaharu Kato

「
ふ
る
さ
と
瑞
浪
」
と
「
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｒ
Ｉ
」

２００８年度事業内容報告もございます。ぜひお立ち寄り下さい。

　　　　　　　　　　　連絡先：社団法人瑞浪青年会議所

　　　　　　　　　　　　　会員３０特別委員会

                                                   住所：瑞浪市寺河戸町１０４３－２

                                              tel:0572-67-1637  fax:0572-67-1264

                                               URL http://www.mizunami-jc.com

                                             e-mail  info@mizunami-jc.com

会員３０特別委員会とは？

現在（社）瑞浪青年会議所の

会員数は総勢２４名であります。

２００９年度中に３０名の会員

で活動しよう！という加藤理事

長の強い思いがそのまま委員会

名に表されています。

＊
１
「
ふ
る
さ
と
羅
針
盤
」

＊
２
「
ふ
る
さ
と
写
真
コ
ン
テ
ス
ト　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

撮
る
コ
ン
」

瑞
浪
市
内
小
学
校
３
・
４
年
生
を
対
象
に
、
市

内
各
所
を
回
り
瑞
浪
の
良
い
と
こ
ろ
、
自
慢
で

き
る
と
こ
ろ
を
発
見
し
て
も
ら
い
、
ふ
る
さ
と

瑞
浪
を
好
き
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
事
業
。
当
日
は
３
６
名
の
児
童
が
参

加
し
、Ｊ
Ｃ
メ
ン
バ
ー
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
グ
ル
ー

プ
に
て
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
陶
町
「
世
界
一

の
美
濃
焼
こ
ま
犬
」
と
「
与
左
衛
門
窯
」、
続

い
て
「
も
ん
じ
ゃ
の
森
」
で
昼
食
を
と
り
、
日

吉
町
に
移
動
し
、
半
原
公
民
館
に
て
「
半
原
操

り
人
形
浄
瑠
璃
」
を
見
学
し
、「
神
明
神
社
の
大

杉
」
を
見
た
後
、
大
湫
小
学
校
を
見
学
し
、
終

了
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
児
童
も
「
楽
し
か
っ

た
」
と
い
う
感
想
が
多
く
、
満
足
感
の
高
い
事

業
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

開
催
日
時　

　

２
０
０
８
年
９
月
１
３
日
（
土
）
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
５
日
（
月
）

２
０
０
８
年
度
プ
レ
イ
バ
ッ
ク

期　間：２００９年６月１４日（日）～２１日（日）

渡航先：台湾（中華民国）

費　用：２２０，０００円

募集人数：４１６名（研修参加者）

参加資格：原則として２０～３５歳の男女

第５０回瑞浪美濃源氏七夕まつり

８月８日（土）１９：３０打上開始（予定）
瑞浪の花火大会はたくさんの市民の皆様のご協力
と応援で開催されています。いつもありがとうござ
います。
●祈願文と募金を募集しています。
　・ １口　　　５，０００円
　・ １口　１００，０００円
●ボランティアスタッフも募集しています。
　企画運営、警備、清掃など

東
濃
全
域
を
対
象
に
、①
ふ
る
さ
と
意
識
の
高
揚

②
観
光
資
源
の
発
掘
、
蓄
積
と
地
域
Ｐ
Ｒ
③
写
真

芸
術
に
関
す
る
文
化
振
興
を
目
的
と
し
て
開
催
さ

れ
た
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
。
東
濃
の
各
地
写
真
店
に

募
集
や
受
付
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
応
募
数
は
観

光
・
イ
ベ
ン
ト
部
門
、
風
景
・
自
然
部
門
、
し
ご

と
の
現
場
部
門
、
大
切
な
人
部
門
の
４
部
門
総
数

２
８
９
作
品
で
し
た
。
各
部
門
と
も
非
常
に
レ
ベ

ル
が
高
か
っ
た
で
す
が
、
最
優
秀
賞
に
は
河
口
里

砂
様
の
「
ク
ロ
ー
バ
ー
の
天
使
」
が
見
事
選
ば
れ

ま
し
た
。
９
月
１
５
日
に
は
瑞
浪
市
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
に
て
浅
井
愼
平
氏
に
よ
る
講
演

も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

魅
力
あ
ふ
れ
る
「
ふ
る
さ
と
瑞
浪
」
の
創
造

　

       

          「
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｒ
Ｉ
」
と

                   

Ｊ
Ａ
Ｙ
Ｃ
Ｅ
Ｅ
と
し
て
の
誇
り
を
持
っ
て

２
０
０
９
年
度　

ス
ロ
ー
ガ
ン

デ
ザ
イ
ン
！
で
ざ
い
ん
！
Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｉ
Ｇ
Ｎ
！

　

       

         

〜
自
分
を
高
め
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
へ
〜

　

中
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
（
２
０
０
６
年
度
策
定
）

Ｑ．どうすれば入会できるの？
Ａ．まずはご連絡下さい。

　　　　　青年会議所会員が説明に伺います。　　

ふるさと瑞浪

開
催
日
時　

　
　
　

２
０
０
８
年
５
月
３
１
日
（
土
）

Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｒ
Ｉ
・
・
・
通
常
の
他
人
を
思
い
や
る
と
い
う
意
味
の
他
、

利
他
の
心
（
他
人
の
利
益
を
自
分
の
幸
せ
の
よ
う
に
感
じ
る
心
）
と
い
う

意
味
。
社
団
法
人
日
本
青
年
会
議
所
で
は
日
本
古
来
の
思
い
や
り
を
全
世

界
に
向
け
て
発
信
す
る
「
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｒ
Ｉ
運
動
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。



1 2 3

委員会紹介 ２００９年度、下記の 3委員会が活動をします。その内容を紹介いたします。

地域の宝創造委員会 若い力向上委員会 ＪＣの魅力発信委員会

あけましておめでとうございます。

本年度、地域の宝創造委員会委員長

を務めさせていただきます木股弘勝

です。今年、本委員会は、加藤理事

長のもと、地域の宝を創造していく

ことを役割とし活動させていただき

ます。地域の宝は子供達であり家族

であり、人々であり、そして人々が

つくってきたまちや文化、産業、守

ってきた自然や風景だと思います。

｢ＯＭＯＩＹＡＲＩ｣を基礎に｢助

け合い｣の心が、地域の宝を育ててい

くと思います。地域から生まれた文

化や産業が歴史を重ねふるさとの魅力に繋がっていく

事を確信し、その創造、発見、育成に尽力していきた

いと思います。様々な事業を企画しておりますので、

皆様のご参加・ご協力をお待ちしております。

一年間、よろしくお願いいたします。

あけましておめでとうございます。

本年度、若い力向上委員会の委員長

を務めさせていただきます吉田知成

です。

　私達は今年、子供達に出会いの場、

ふれあう時間、感じる場を提供しま

す。私は、子供達に元気一杯に遊ん

でもらいたいと思っています。遊び

の時間の中で自然と起こる数々の出

来事が子供達の成長にとって、とて

も大切な経験だと思います。また、

子供の頃に経験する１つ 1つの出来

事が相手の事を認め、考える事の出

来る、思いやりの心を育むという事に繋がっていくのでは

ないでしょうか。私は子供達の心の中に、友達と出会い遊

んだ場所がある、“みずなみが好き” という気持ちを持って

ほしいと考えております。その第一歩として、今年 1年の

活動の中で子供達の心に残る事業を展開していきたいです。

あけましておめでとうございます。

本年度、ＪＣの魅力発信委員会の委

員長を務めさせていただきます松崎

英之です。瑞浪というまちは私にと

って生まれ故郷であり、また非常に

住みやすいまちであると思っていま

す。瑞浪というまちが大好きです。

そんな「ふるさと瑞浪」に住む我々

青年会議所会員や市民の皆様が同じ

ようにふるさとについて愛情を持っ

て、他のまちに住む人たちに瑞浪の

良いところが紹介できたら素晴らし

いと思います。青年会議所活動を通

じてそんな瑞浪の魅力ある、誇れる「瑞浪の良いところ」

を継承し発展させていく必要があると思います。

ＪＣの魅力発信委員会では、常に「ふるさと瑞浪」に愛

情を持ちつつ、また知恵を使いながら「小さな工夫」を

し、JC 活動が魅力あるものであることを発信していきた

いと思います。

新しいメンバーが一人、また一人増えていくこと

　それは瑞浪が活気に満ちたまちになることに

　　　　　　繋がると信じています。

社団法人瑞浪青年会議所は２００９年度は下記の総勢２４名のメンバーで活動を行っていきます。皆様もご存じのメンバーもいらっしゃるのではないでしょうか。２００８年度には新たに４名の新メンバーも加わり、少数ですがキラリと光る活動を行うことが出来るように連帯感を持って活動しています。

　　　木股　弘勝

2003 年 8月入会

勤務先は日本料理日吉屋。

会員きっての酒豪であ

り、お酒に飲まれたこ

とは一度も見たことが

ない。

今年で４０歳のＪＣラ

ストイヤーで後輩に残

す木股イズム。

　　　吉田　知成

2005 年 5月入会

勤務先は有限会社与志多。

仕事へは自宅から歩いて

向かい、歩いて帰ること

が日課となっている。

２回目の委員長で本領発

揮する飛躍の１年となる。

　　　松崎　英之

2002 年 10 月入会

会社は株式会社深山。

４年に１回マラソン大会

に出場しているが、あま

り練習は好きではない。

２度目の委員長の今年が

ＪＣ活動のピークとなる

のか。

協賛企業一覧 今回のＪＣニュース新年特別号を発行するために協力をいただきました企業の紹介をさせていた

だきます。ご協力、本当にありがとうございました。

ＭＥＭＢＥＲ　２４人 社団法人瑞浪青年会議所会員紹介


